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　１９８５（昭和�）年生まれ。大阪府出身。慶應

義塾大学大学院法学研究科後期博士課程単位取

得退学。２０１６年防衛研究所。北京大学国際関係

学院留学、在香港日本国総領事館専門調査員（政

務）、防衛省国際政策課部員、法政大学法学部

兼任講師、豪州戦略政策研究所（ＡＳＰＩ）客

員研究員などを経て、�年から現職。主な著書

に『台頭するグローバル・サウスと中国　中国

安全保障レポート２０２５』（防研、２０２４年）など。

テーマをさらに深掘り

「防研セミナーブリーフィング」

　執筆者の八塚主任研究官

が今回のテーマをさらに深

掘りして解説し、防衛省職

員と突っ込んだ議論を行う

「防研セミナーブリーフィ

ング」が５月�日（金）午

後３時～４時まで、市ヶ谷

のＦ１棟６階「国際会議場」

で開かれます。参加者・聴

講者は隊員に限定します。

ご興味ある方は奮ってご参

加ください。▽問い合わせ

＝防研企画調整課�―３２６８

―３１１１（内線２９１７７）まで。

　

発

展

途

上

国

・

新

興

国

の

集

団

を

指

す

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

は

、

冷

戦

期

に

は

脱

植

民

地

化

を

果

た

し

た

国

家

を

中

心

に

「

第

三

世

界

」

と

呼

ば

れ

、

�

世

紀

初

頭

か

ら

Ｂ

Ｒ

Ｉ

Ｃ

Ｓ

に

代

表

さ

れ

る

新

興

経

済

国

家

群

が

台

頭

す

る

な

ど

、

国

際

政

治

の

中

で

度

々

議

論

の

対

象

と

な

っ

て

き

た

。

代

表

権

な

ど

向

上

へ

指

導

的

役

割

を

自

任

　

そ

し

て

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

諸

国

の

多

く

が

、

ウ

ク

ラ

イ

ナ

戦

争

に

際

し

て

国

連

の

場

で

は

対

露

批

判

決

議

に

同

調

す

る

一

方

で

、

西

側

諸

国

主

導

の

対

露

経

済

制

裁

に

は

参

加

せ

ず

、

そ

の

独

自

の

政

治

的

な

立

場

を

示

し

た

こ

と

で

、

再

び

注

目

さ

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

さ

ら

に

、

中

国

も

、

自

ら

を

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

の

一

員

と

位

置

づ

け

、

そ

の

代

表

権

や

発

言

権

を

向

上

さ

せ

る

指

導

的

役

割

を

自

任

す

る

よ

う

に

な

っ

た

。

　

防

衛

研

究

所

は

２

０

２

４

年

�

月

、

中

東

と

ア

フ

リ

カ

を

事

例

に

中

国

と

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

の

関

係

を

多

角

的

に

分

析

す

る

『

台

頭

す

る

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

と

中

国

（

中

国

安

全

保

障

レ

ポ

ー

ト

２

０

２

５

）

』

を

発

表

し

た

。

　

�

世

紀

初

頭

を

通

じ

て

権

威

主

義

体

制

を

維

持

し

た

ま

ま

経

済

大

国

と

し

て

台

頭

し

た

中

国

は

、

発

展

途

上

国

だ

け

で

な

く

権

威

主

義

国

家

群

に

対

し

て

も

多

方

面

で

影

響

力

を

増

大

し

て

き

た

。

こ

う

し

た

自

国

の

パ

ワ

ー

を

背

景

に

、

中

国

は

グ

ロ

ー

き

ゅ

う

ご

う

バ

ル

・

サ

ウ

ス

を

糾

合

し

つ

つ

、

既

存

の

国

際

秩

序

に

対

す

る

挑

戦

的

な

姿

勢

を

強

め

て

い

る

。

「

普

遍

的

な

価

値

観

」

弱

体

化

目

指

す

中

国

　

中

国

は

、

国

連

を

中

心

と

す

る

国

際

シ

ス

テ

ム

を

肯

定

的

に

評

価

す

る

一

方

で

、

自

由

・

民

主

主

義

な

ど

欧

米

諸

国

中

心

の

「

普

遍

的

な

価

値

観

」

と

米

国

を

中

心

に

広

が

る

同

盟

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

繰

り

返

し

批

判

し

、

そ

れ

ら

の

相

対

化

・

弱

体

化

を

図

っ

て

い

る

。

　

中

国

か

ら

す

れ

ば

、

第

２

次

世

界

大

戦

後

に

欧

米

諸

国

の

パ

ワ

ー

の

源

泉

と

な

っ

て

い

る

欧

米

中

心

の

価

値

観

や

同

盟

の

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

が

、

不

平

等

や

搾

取

構

造

な

ど

現

在

の

グ

ロ

ー

バ

ル

・

ガ

バ

ナ

ン

ス

で

さ

ま

ざ

ま

な

問

題

を

生

み

出

し

て

お

り

、

ま

た

、

中

国

の

安

全

保

障

へ

悪

影

響

を

与

え

る

も

の

と

映

っ

て

い

る

。

　

し

た

が

っ

て

、

中

国

が

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

を

糾

合

す

る

目

的

と

は

、

欧

米

諸

国

が

築

い

た

普

遍

的

な

価

値

観

と

同

盟

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

を

弱

体

化

さ

せ

る

こ

と

を

通

じ

て

、

欧

米

に

偏

っ

た

富

、

価

値

、

軍

事

力

の

グ

ロ

ー

バ

ル

な

再

分

配

を

図

る

こ

と

に

他

な

ら

な

い

。

　

米

中

対

立

の

先

鋭

化

に

伴

っ

て

、

中

国

は

、

チ

ベ

ッ

ト

・

新

疆

ウ

イ

グ

ル

、

香

港

、

台

湾

、

海

洋

権

益

な

ど

の

自

ら

の

核

心

的

利

益

に

関

係

す

る

諸

問

題

に

つ

い

て

も

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

か

ら

の

支

持

の

集

約

を

試

み

て

い

る

。

　

第

２

次

ト

ラ

ン

プ

政

権

の

米

国

は

、

発

展

途

上

国

へ

の

支

援

を

担

っ

て

き

た

Ｕ

Ｓ

Ａ

Ｉ

Ｄ

（

米

国

国

家

開

発

庁

）

を

閉

鎖

す

る

な

ど

、

こ

れ

ま

で

築

い

て

き

た

グ

ロ

ー

バ

ル

な

覇

権

を

ち

ゅ

う

ち

ょ

躊

躇

な

く

放

棄

し

て

い

る

。

中

国

は

、

こ

れ

を

戦

略

的

チ

ャ

ン

ス

と

み

な

し

、

よ

り

一

層

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

外

交

へ

注

力

す

る

で

あ

ろ

う

。

利

益

、

関

係

配

慮

等

一

筋

縄

で

な

い

集

約

　

だ

が

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

の

糾

合

は

一

筋

縄

で

は

い

か

な

い

。

第

一

に

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

は

経

済

水

準

・

政

治

体

制

・

宗

教

な

ど

多

様

な

国

家

を

含

む

た

め

に

、

経

済

発

展

や

気

候

変

動

な

ど

グ

ロ

ー

バ

ル

な

イ

シ

ュ

ー

を

除

い

て

、

そ

の

集

団

的

利

益

を

集

約

す

る

こ

と

は

極

め

て

難

し

い

。

　

第

二

に

、

中

国

の

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

へ

の

働

き

か

け

は

米

中

対

立

の

先

鋭

化

に

伴

っ

て

活

発

に

な

っ

て

は

い

る

が

、

当

然

な

が

ら

、

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

の

諸

国

も

米

国

や

欧

州

と

の

関

係

に

配

慮

し

、

中

国

の

外

交

攻

勢

に

容

易

に

応

じ

る

こ

と

は

な

い

。

　

第

三

に

、

中

国

は

既

に

経

済

停

滞

や

人

口

減

少

期

に

突

入

し

て

「

ピ

ー

ク

を

迎

え

た

」

と

見

ら

れ

る

一

方

で

、

多

く

の

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

の

国

々

は

こ

れ

か

ら

経

済

成

長

を

遂

げ

る

潜

在

性

を

有

す

る

。

　

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

に

お

い

て

パ

ワ

ー

バ

ラ

ン

ス

の

変

化

や

多

極

化

が

見

込

ま

れ

る

中

で

、

中

国

の

リ

ー

ダ

ー

シ

ッ

プ

は

、

イ

ン

ド

の

よ

う

な

新

興

大

国

か

ら

挑

戦

を

受

け

る

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

。

　

台

頭

す

る

グ

ロ

ー

バ

ル

・

サ

ウ

ス

、

グ

ロ

ー

バ

ル

な

覇

権

を

放

棄

す

る

米

国

、

ピ

ー

ク

を

迎

え

た

中

国

が

交

錯

す

る

時

代

に

お

い

て

、

日

本

が

果

た

す

べ

き

国

際

的

役

割

も

ま

た

大

き

く

変

化

し

て

い

く

か

も

し

れ

な

い

。


